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１．行動計画

【現状と課題】

泡盛製造業は、沖縄の貴重な地場産業として、雇用の確保や地域経済の振興等に重要な
役割を果たしています。

しかし、沖縄県酒造組合、泡盛酒造所を始めとする泡盛製造業関係者による、琉球泡盛
の消費拡大に向けた取組にもかかわらず、近年、出荷数量が減少傾向にあるなど、厳しい
状況に置かれています。

こうした中で、平成30年4月、これまで、国、県、関係団体がそれぞれに支援してきた
琉球泡盛の輸出に向けた取組を官民一体となって推進促進するため、「琉球泡盛海外輸出
プロジェクト」を立ち上げました。

また、2019年6月に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針2019」等では、
「琉球泡盛輸出量倍増に取り組むなど、沖縄県産酒類の振興を促進する」こととされるな
ど、本プロジェクトは、沖縄の振興を図る上でも、大きな柱の一つとして位置付けられて
います。
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【プロジェクトの取組】

「琉球泡盛海外輸出プロジェクト」では、泡盛製造業関係者が自ら定めた「3年後に倍
増」計画（泡盛輸出数量を2020年に70キロリットル、2022年に100キロリットル）を実現
するため、泡盛の輸出拡大への課題に取り組み、泡盛酒造所の海外輸出に向けた取組を官
民一体となって後押ししています。

昨年に引き続き、泡盛酒造所に対するプロモーションや商談の実施などの支援を実施し
た結果、2019年には21社の酒造所が琉球泡盛の海外輸出を行い、総輸出量が約44キロリッ
トルと、2017年の29キロリットルと比べて約1.5倍にまで増加するなど、取組の成果は着
実にあがっています。

一方、本プロジェクトの目標である2020年の泡盛輸出数量70キロリットルを達成するため
には、今年１年間で約1.6倍に増加させる必要があります。

そのため、国内外の状況も踏まえつつ、これまでの「訪日外国人に対する視点」、「海
外市場に対する視点」、「具体的な商流につなげるビジネスの視点」といった３つの視点
での取組の強化・深化を進めていきます。
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①訪日外国人に対する視点

「本格焼酎・泡盛の輸出基本戦略」（平成28年3月日本酒造組合中央会）にあるように、
まずは沖縄を訪れる外国人観光客、特に中国本土を始めとするアジアからの観光客に琉球
泡盛の魅力を効果的に伝えることにより「泡盛ファン」を増やすとともに、沖縄県内でス
ムーズに琉球泡盛を「観光土産」として購入できるように、取組を進めていきます。

さらに、訪日外国人が帰国後に、現地で「泡盛ファン」（＝インフルエンサー）として、
琉球泡盛の普及につなげることができるように、現地での情報提供や、提供者・販売者へ
の支援に向けて取組を進めていきます。

②海外市場に対する視点

琉球泡盛は、ウオッカ、ジン、テキーラなどと並んで、世界的な「ハードリカー」とし
ての可能性が秘められています。琉球泡盛の北米、欧州の市場への浸透を図るために、
「テロワール」や、空手や琉球料理を始めとする沖縄の歴史や文化も含め、ターゲットを
絞ったプロモーションを進めることにより、琉球泡盛の認知度向上に向けた取組を進めて
いきます。

③具体的な商流につなげるビジネスの視点

琉球泡盛の海外での販路拡大に向けて、インポーターやディストリビューターなど輸出
入のノウハウ・販路を有する様々なビジネスセクターと泡盛事業者とのマッチングといっ
たビジネスサイドが主体となった取組を促進していきます。

3



【会員の取組】

プロジェクト会員は、３つの視点を踏まえながら相互に連携し、それぞれが以下の取組
を行います。

（１）情報発信の強化

・沖縄県酒造組合の公式サイト「琉球泡盛」で、インバウンドの観光客及び海外消費者を
対象に、琉球泡盛の基礎的な情報を伝えるための、多言語対応した各酒造所ごとの紹介
PV動画の閲覧紹介等を行います。（沖縄県酒造組合）

・海外プロモーション事業において、泡盛の情報発信、利活用の促進強化などを行います。
（（一財）沖縄観光コンベンションビューロー）

・国税庁等の施策において、酒造技術の専門家である鑑定官を講師派遣し、琉球泡盛の歴
史や製法等、施策の目的に沿った説明を実施することで情報発信の強化を図ります。
（国税庁）

・クルーズ船や、空港国際線ターミナル等多くの外国人と接触できる機会を捉えてプロ
モーションを行い、泡盛の魅力を効果的に伝えることで、泡盛の需要を開拓します。
（国税庁、沖縄国税事務所）

・在沖外国人に対する泡盛のＰＲを実施し、泡盛の魅力を効果的に伝えることで、琉球泡
盛の需要を開拓します。（沖縄国税事務所）
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・泡盛のクイーンズサポーターの委嘱、インバウンドに対応した情報発信ツールの整備を
行い、それらを効果的に活用することで琉球泡盛の魅力を発信します。（沖縄国税事務
所）

・海外の酒類関連見本市・商談会への出品や、日本国内（特に沖縄）への海外バイヤー
招へいの機会等を活用して、泡盛の海外情報発信を強化し、泡盛の輸出促進を図ります。
（（独）日本貿易振興機構）

・各海外事務所及び委託駐在員のネットワークを活用し、現地における泡盛に関する情報
発信を積極的に行います。（（公財）沖縄県産業振興公社、沖縄県）

・ポータルサイト等を活用し、本プロジェクトに関する情報、支援施策等について、一元
的な情報発信を行います。（プロジェクト事務局）

（２）効果的な販路拡大・市場拡大

・インバウンドの観光客や在沖外国人を主体とした国別客層ペルソナ調査分析について、
泡盛業界のブランディングについてグランドデザインを作成し、泡盛業界の課題や将来
の方向性、また中長期戦略の整理などを行ったうえで、再度、国別客層ペルソナ調査分
析を検討します。(沖縄県酒造組合）

・各国のバイヤーが来場する大型酒類展示見本市として、ツーリズムEXPOをはじめ、フー
デックス（酒造組合中央会枠で出展）や沖縄の大交易会などへ出展します。（沖縄県酒
造組合、沖縄県）
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・インバウンド観光客に向けた、琉球泡盛の普及啓発及びブランド向上を促すために、泡
盛タイアップ施策を行います。（沖縄県酒造組合）

・沖縄国際物流ハブ活用推進事業、沖縄大交易会、海外事務所による現地サポートなど沖
縄県産業振興公社の有する中小企業支援メニューを最大限活用し、泡盛酒造所の海外展
開・市場拡大を支援します。（（公財）沖縄県産業振興公社）

・海外プロモーション事業において、泡盛の情報発信、利活用の促進強化などを行います。
（（一財）沖縄観光コンベンションビューロー）【再掲】

・米国、台湾での泡盛取扱い業者への輸出とその業者と県内メーカーとの調整を行います。
（ （株）沖縄県物産公社）

・泡盛製造業者の事業展開に必要な資金（工場建設、製造機械購入、長期運転資金、海外
展開等）に対して、貸付利率、貸付期間、据置期間及び貸付限度額を優遇している貸付
制度を設けており、泡盛製造業者の個別の資金需要に対応します。（沖縄振興開発金融
公庫）

・海外市場において、泡盛製造業者が主体となって、琉球泡盛の輸出を促進するための新
たな販路開拓等の事業を実施します。（内閣府沖縄振興局、沖縄総合事務局、沖縄県）

・沖縄発の世界ブランドである空手と泡盛の関係性を活用し、世界の空手愛好家等をター
ゲットとした市場拡大に取り組みます。（内閣府沖縄振興局、沖縄総合事務局、沖縄県
酒造組合）
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・沖縄総合事務局が有する支援メニューの活用、関係機関との連携を行い、欧米への販路
拡大を図る企業の取り組みを支援します。（内閣府沖縄総合事務局）

・輸出に積極的な泡盛事業者に対し、琉球泡盛を効果的にＰＲできる国際的な酒類展示見
本市への出展支援を行い、海外バイヤーとの輸出取引成立に向けた支援も行うことで販
路拡大を図ります。（国税庁）

・海外の酒類関係者を沖縄に招聘し、琉球泡盛の魅力等を伝えます。更に、海外での消費
者向けプロモーションを開催し、琉球泡盛の市場拡大に繋げます。（国税庁）

・輸出関心事業者の相談を受け、海外マーケット情報、規制・手続等に関する情報提供・
アドバイス、商談会等への出展支援等による輸出の成約に向けた取組を支援します。
（農林水産省、（独）日本貿易振興機構）

・泡盛業界の関心の特に高い国・地域等を対象に、セミナー等による情報提供や展示会・
商談会出品支援に取り組みつつ、特に個社支援を強化することで泡盛の着実な輸出増加
を図ります。（（独）日本貿易振興機構）
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（３）品質・技術の向上／人材の育成

・泡盛の魅力を的確に伝えられるとともに、狙った香味を作り出すことができる人材を育
成するため、国税事務所鑑定官の協力のもと、地域の酒造所が一堂に会する集中的な官
能講座実習を開催することなどにより、泡盛の香味を正確に識別判断（「香味の可視
化」）できる人材育成を行っていきます。（沖縄県酒造組合）

・沖縄県卸売酒販組合の会員に対し研修を実施し、泡盛の知識の向上を図るとともにイン
バウンドに対する商品説明能力の向上に取り組みます。（沖縄県卸売酒販組合連合会、
沖縄県小売酒販組合連合会、沖縄県酒造組合、沖縄国税事務所）

・沖縄県小売酒販組合連合会の会員に対し研修を実施し、インバウンドに対する販売力の
強化に取り組みます。（沖縄県卸売酒販組合連合会、沖縄県酒造組合、沖縄国税事務
所）

・品質評価を通じて、泡盛酒造技術の発展及び品質の向上を図るとともに、その結果を国
内外の消費者に対して公表します。（沖縄国税事務所）

・泡盛製造業者の事業展開に必要な資金（工場建設、製造機械購入、長期運転資金、海外
展開等）に対して、貸付利率、貸付期間、据置期間及び貸付限度額を優遇している貸付
制度を設けており、泡盛製造業者の個別の資金需要に対応します。（沖縄振興開発金融
公庫）【再掲】
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（４）ブランド力の向上

・琉球泡盛の価値を明確化し、組合員へ一貫した取組を促していくことで、琉球泡盛の
「ブランディングの構築」に取り組んでいきます。（沖縄県酒造組合、沖縄県）

・地理的表示（琉球）を活用したブランド力向上を図る普及啓発活動を行います。（沖縄
県酒造組合、沖縄国税事務所）

・古酒のブランド力向上をより推進していくために、９月４日の「古酒の日」を通じて古
酒体験キャンペーン施策を実施していきます。（沖縄県酒造組合）

・琉球泡盛と酒器との繋がりを体験してもらうための、那覇市壺屋での「やちむん祭り」
と、タイアップを行い、歴史文化の側面から泡盛の普及啓発を促していきます。（沖縄
県酒造組合）

・泡盛製造業者の事業展開に必要な資金（工場建設、製造機械購入、長期運転資金、海外
展開等）に対して、貸付利率、貸付期間、据置期間及び貸付限度額を優遇している貸付
制度を設けており、泡盛製造業者の個別の資金需要に対応します。（沖縄振興開発金融
公庫）【再掲】

・在外公館では、会食、レセプション、文化事業等の機会を捉え、泡盛のPRを行います。
また、泡盛に特化した事業の企画・実施に取り組みます。また､本省では､在外公館から
レセプション等開催に際した泡盛を含む日本産酒類の調達希望を受け、コンクール受賞
酒等を調達・送付します。（外務省）

・泡盛の国内外・老若男女への普及促進に向け、PR、プロモーション等他関係先・弊社グ
ループ各社との連携を含め、エアラインとしてのノウハウやツールを活用しつつ施策の
展開を図ります。（日本トランスオーシャン航空（株））
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・琉球泡盛のブランド価値を高め、その魅力をPRするために、テロワール（地域に根ざし
た原料調達）を推進します。（内閣府沖縄振興局、沖縄総合事務局、沖縄国税事務所、
沖縄県、ＪＡおきなわ、ＪＡ沖縄中央会、沖縄県酒造組合、農林水産省政策統括官、農
林水産技術会議事務局）

・県産長粒種米により製造される琉球泡盛を活用し、海外での琉球泡盛の認知度を向上さ
せるため戦略的なプロモーションを実施します。（内閣府沖縄振興局、沖縄総合事務局、
沖縄県酒造組合）

・日本遺産「琉球王国から連綿と続く沖縄の伝統的な「琉球料理」と「泡盛」、そして芸
能」を活用し、歴史的、文化的な側面から泡盛の認知度向上を図る取組を進めていきま
す。（沖縄県）

（５）輸出環境の整備

・泡盛製造業者の事業展開に必要な資金（工場建設、製造機械購入、長期運転資金、海外
展開等）に対して、貸付利率、貸付期間、据置期間及び貸付限度額を優遇している貸付
制度を設けており、泡盛製造業者の個別の資金需要に対応します。（沖縄振興開発金融
公庫）【再掲】

・輸出の妨げとなっている各国・地域の関税・非関税障壁の削減・撤廃に向けて関係省庁
で連携して取り組みます。（外務省、国税庁）
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（６）インバウンドとの連携

・クルーズ船内で、クルーズ客を対象とした「泡盛講座」を開催し、泡盛への理解促進と
泡盛の購入促進に取り組みます。（沖縄県酒造組合）

・各地域と各酒造所の繋がりを見出す酒蔵ツーリズム（島酒ツーリズム）のコンテンツを
充実し、各酒造所と地域連携による横断的な取り組み施策を構築し、地域の主体性を考
慮した協業的な酒蔵ツーリズムを啓発していきます。（沖縄県酒造組合）

・海外プロモーション事業において、泡盛の情報発信、利活用の促進強化などを行います。
（（一財）沖縄観光コンベンションビューロー）【再掲】

・外国人観光客に対する琉球泡盛の普及拡大等の取組みについて、沖縄県と沖縄県酒造組
合とが共催する泡盛振興推進部会の構成団体（ （公財）沖縄県産業振興公社、（一
財）沖縄観光コンベンションビューロー等）と連携することにより、沖縄県酒造組合が
実施する事業をより効果的に進めていきます。（沖縄県）

・これまでの取組を踏まえ、訪日外国人観光客の満足度及び消費額の向上を図るべく、泡
盛の酒造所体験型コンテンツ造成等、泡盛に関する酒蔵ツーリズム振興を関係機関とも
連携しながら実施します。（観光庁）
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２．具体的な行動
• プロジェクト会員は、それぞれ「１．行動計画」に記載した内容を実現するため、
2020年まで、以下のとおり具体的な行動を実施します。
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（１）情報発信の強化
支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

1 消費者向け提案型
集約サイトを確立
【沖縄県酒造組
合】

ポータルサイトの
改修によりスマホ
対応や、多言語対
応、また各酒造の
提供コンテンツを
まとめた、消費者
向けの提案型集約
サイトを確立。
（日々更新）

既存のHPの改修や、
映像及び動画撮影
による、各酒造所
ごとのPV等を制作。
また、各酒造所の
旬な取り組みや施
策が情報発信でき
るようなメディア
としての活用も同
サイトで実施。

・全酒造所の特徴
を紹介するHPを制
作。また、インバ
ウンド観光客向け
に、わかりやすい
HPサイトの閲覧環
境を整備を実施。

・各酒造所を紹介
する動的ペーを作
成。動的ページの
多言語対応は未着
手。

・島酒ツーリズム
推進に向け、地域
と酒造所のコンテ
ンツ充実を図るた
めの枠組み検討。

47の酒造所を紹介
するPVの多言語対
応を実施。各言語
の導入ページから、
多言語対応したPV
が閲覧できるよう
に視聴環境を整理
していく。
※PVの多言語対応
として【英語・簡
体語・繁体語】を
実施。

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

2 観光客に向けた情
報発信【（一財）
沖縄観光コンベン
ションビューロー、
沖縄県】

観光情報発信を目
的とする多言語パ
ンフレット、多言
語WEB、多言語SNS
等において泡盛の
紹介を行う。

9月4日古酒の日、
11月1日泡盛の日の
OCVBが運営するSNS
において、英語圏、
フランス語圏、ド
イツ語圏を対象に
古酒や酒造所パス
等の紹介記事を発
信。

OCVBで運用する観
光情報サイトにお
いて、ヒストリー
チャンネルにて作
成・放映された泡
盛についての動画
とそれを元にした
泡盛情報のページ
を公開。多言語SNS
においては、泡盛
の日、泡盛の新商
品（尚など）、泡
盛BONBONショコラ
について紹介記事
を発信。

沖縄の観光コンテ
ンツの情報を発信
する際に、泡盛の
魅力等を特集する
ことを検討

【（一財）沖縄観
光コンベンション
ビューロー】
誘客事業部 海外プ
ロモーション課
098-859-6127

3 海外のイベント等
での情報発信
【（一財）沖縄観
光コンベンション
ビューロー、沖縄
県】

海外で実施する各
種イベント、旅行
博覧会、商談会、
観光物産連携事業、
沖縄ナイト等にお
いて、泡盛の紹介
を行う。場合に
よっては泡盛の試
飲も実施する。

沖縄ナイトIN台湾、
韓国、香港の会場
内で、沖縄県酒造
組合や、県内泡盛
メーカーの協力を
得て泡盛を提供。

招聘事業での酒造
所取材や映像制作
事業での取材を実
施した。また、中
国では旅行会社と
のタイアッププロ
モーションのセミ
ナーで試飲会を実
施。

フランスやオース
トラリアでは委託
観光レップや委託
駐在により、海外
現地イベントにて
試飲を実施。

沖縄ナイトinタイ
にて泡盛を提供し
た。

・海外で開催され
る説明会や、沖縄
ナイトにおいて
「泡盛」に関する
動画の放映や紹介
を実施。
・旅行社や、メ
ディアの県内への
視察、取材におい
ては、泡盛の蔵元
廻りなどを積極的
に提案し、その実
現に導く。
・東京オリンピッ
ク関連での海外メ
ディア、旅行者に
対しても積極的に
泡盛コンテンツを
紹介。

【（一財）沖縄観
光コンベンション
ビューロー】
誘客事業部 海外プ
ロモーション課
098-859-6127
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

4 国のイベント等を
活用した情報発信
【内閣府知的財産
戦略推進事務局】

国内外で開催される
発信力の高いイベン
トを活用して琉球泡
盛の魅力を発信。

クールジャパン官
民連携プラット
フォーム総会にお
ける、泡盛の女王
によるPRを実施。

国内外で開催され
るイベント等の機
会を活用し、情報
発信。

内閣府が実施する
国内外のイベント
等を活用し、琉球
泡盛の魅力を発信。

【内閣府】
知的財産戦略推進
事務局
03-3581-2549

5 インフルエンサー
等による情報発信
【内閣府知的財産
戦略推進事務局】

クールジャパンアン
バサダー等を活用し、
琉球泡盛の魅力（歴
史や文化、製造方法、
飲み方等）を広く国
内外に発信。

11月1日の泡盛の日
に知財事務局
Facebookでクール
ジャパンアンサ
ダー等に向けて広
く情報発信。

泡盛の日の情報発
信や、クールジャ
パンアンバサダー
と大臣による意見
交換会を開催。

琉球泡盛の魅力を
国内外へ発信する
ため、SNSの他、
クールジャパンア
ンバサダーを活用。

【内閣府】
知的財産戦略推進
事務局
03-3581-2549

6 各種施策における
鑑定官の講師派遣
【国税庁】

国税庁施策のみなら
ず、他のプロジェク
ト会員が実施する施
策において、依頼に
応じて、酒造技術の
専門家である鑑定官
を講師派遣。

シンガポール、香
港、タイの在外公
館等で開催された
琉球泡盛ＰＲ施策
に鑑定官を派遣し、
琉球泡盛の歴史や
製法等のレク
チャーを実施。

①在外公館のみな
らず、海外で開催
される施策の講師
派遣依頼に応じて
鑑定官を派遣。

②酒造技術の専門
家として琉球泡盛
の歴史や製法等、
施策の目的に沿っ
たレクチャーを参
加者に対し実施。

国税庁等の施策に
おいて、酒造技術
の専門家である鑑
定官を講師派遣し、
琉球泡盛の歴史や
製法等、施策の目
的に沿った説明を
実施。

【国税庁酒税課】
03-3581-4161
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

7 情報発信ツール
の整備と活用
【国税庁、沖縄
国税事務所】

ＰＲ動画の作成や
パンフレット等の
情報発信ツールを
整備し、各種ＰＲ
において活用する。
また、効果的なＰ
Ｒを継続的に実施
することで、泡盛
の認知度を向上さ
せ、輸出拡大に向
けた商流のきっか
けを作り出す。

アジアからのイ
ンバウンド向け
に多言語の「沖
縄酒蔵マップ」
等を作成。

次の①～④を連携して実
施することにより、泡盛
の国際的な認知度を向上
させ、商流のきっかけを
作る。

①空手等の泡盛のストー
リーを盛り込んだＰＲ動
画の作成やパンフレット
等を多言語化する等情報
発信ツールを整備し、各
種施策での活用を図る。
また、他のプロジェクト
会員が実施する施策にお
いても必要に応じて活用
した。

②クルーズ船内にてシ
チュエーションに応じた
泡盛の多様な飲み方の提
案等のＰＲを行い、乗客
等の興味を引くことによ
り、ＳＮＳ等による海外
への情報発信を促した。

③クルーズ船寄港地にて
試飲体験及び常設のPRを
実施し、購入機会を提供
することで消費の増大を
図った。

次の①～⑤を連携
して実施すること
により、泡盛の国
際的な認知度を向
上させ、商流の
きっかけを作る。

①空手等の泡盛の
ストーリーを盛り
込んだＰＲ動画や
多言語化した情報
発信ツールを各種
施策で活用する。
また、他のプロ
ジェクト会員が実
施する施策におい
ても必要に応じて
活用を図る。

②空港国際線ター
ミナルにて沖縄の
伝統文化、芸能を
合わせた泡盛の魅
力を伝えるイベン
トを実施すること
で、外国人観光客
等に対して国際的
な認知度の向上を
図る。

【国税庁酒税課】
03-3581-4161
【沖縄国税事務所
間税課】
098-867-3601
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

④空港国際線ター
ミナルにて泡盛講
座等の魅力を伝え
るイベントを実施
することで、外国
人観光客等に対し
て国際的な認知度
の向上を図った。

③クルーズ船内に
て泡盛の多様な飲
み方の提案等のＰ
Ｒを行い、乗客等
の興味を引くこと
により、ＳＮＳ等
による海外への情
報発信を促す。

④クルーズ船寄港
地にて常設の泡盛
PRを実施し、乗船
客の認知度と関心
を高め、消費の増
大を図る。

⑤在沖外国人に対
する泡盛のＰＲを
実施し、泡盛の魅
力を効果的に伝え
ることで、琉球泡
盛の需要を開拓す
る。
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

8 インフルエンサー
等による情報発信
【沖縄国税事務
所】

泡盛クイーンズサ
ポーターの活用及
び泡盛広報ツール
の多言語化等によ
り、泡盛の魅力を
発信。

歴代泡盛の女王を
「泡盛クイーンズ
サポーター」に委
嘱し、泡盛関連イ
ベントに派遣する
など、泡盛の魅力
を発信。

アジアからのイン
バウンド向けに多
言語の「沖縄酒蔵
マップ」等を作成。

歴代泡盛の女王を
「泡盛クイーンズ
サポーター」に委
嘱し、泡盛の魅力
のスピーカーとし
てプロジェクト各
種施策にて活用。

泡盛クイーンズサ
ポーターをプロ
ジェクト等泡盛関
連イベントにも派
遣し、泡盛普及効
果を向上させた。

アジアをはじめと
する海外からのイ
ンバウンド向け情
報発信ツールを作
成し、プロジェク
ト各種施策等にて
活用。

歴代泡盛の女王等
を「泡盛クイーン
ズサポーター」に
委嘱し、国内外の
消費者に対して泡
盛の魅力のスピー
カーとして各種施
策にて活用。

泡盛クイーンズサ
ポーターをプロ
ジェクト等泡盛関
連イベントにも派
遣し、泡盛普及効
果を向上させる。

海外からのインバ
ウンド向け情報発
信ツールをプロ
ジェクト各種施策
等にて活用。

【沖縄国税事務所
間税課】
098-867-3601
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

9 海外メディア等を
通じた泡盛情報の
海外発信
【（独）日本貿易
振興機構】

海外の酒類関連見
本市・商談会への
出品や、日本国内
（特に沖縄）への
海外メディア・イ
ンフルエンサー等
招へいの機会等を
活用して、泡盛の
海外情報発信を強
化し、泡盛の輸出
促進を図る。

①在外公館等と連
携し、海外で泡盛
プロモーションイ
ベントを開催。

②海外バイヤー等
の来訪時に泡盛情
報を積極的に紹
介・提供。

③泡盛を紹介する
英文レポートを作
成し、ウェブサイ
トに掲載。

①関係省庁・団体
等と連携し、海外
の酒類見本市や関
連イベント等で泡
盛の情報発信を推
進（アジア、欧米
等）。

②海外バイヤー等
の来訪時に泡盛情
報を積極的に紹
介・提供。

③インフルエン
サーを活用し、泡
盛情報の海外発信
を図る。

海外展示会出展や
国内外での酒類商
談会開催の機会を
捉え、泡盛の情報
を海外バイヤー等
に積極的に発信。

【（独）日本貿易
振興機構】
沖縄貿易情報セン
ター
098-859-7002

農林水産・食品部
加工食品・酒類支
援課
03-3582-8350

10 海外事務所及び委
託駐在員のネット
ワークを活用した
泡盛情報の発信
【（公財）沖縄県
産業振興公社・沖
縄県】

海外事務所及び委
託駐在員の配置地
域において、関係
機関の実施するイ
ベント等と連携し、
泡盛の認知度向上
を図る

― ― ・海外事務所の実
施するイベントや
在外公館等の実施
するイベントと連
携して泡盛プロ
モーションを実施

・海外事務所の現
地SNS等での泡盛情
報を発信

【（公財）沖縄県
産業振興公社】
海外・ビジネス支
援課
098-859-6238
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

11 琉球泡盛海外輸出
プロジェクト・
ポータルサイトの
構築
【プロジェクト事
務局】

本プロジェクトに
関する情報、支援
施策等について、
一元的な情報発信
を行う。

・内閣府沖縄総合
事務局ウェブサイ
トにプロジェクト
関連情報を掲載。

・ポータルサイト
をリニューアルし、
同サイト内にプロ
ジェクト・ポータ
ルサイトを開設。

・内閣府沖縄総合
事務局ウェブサイ
トにおいて、引き
続きプロジェクト
関連情報を掲載。

・プロジェクト・
ポータルサイトに
掲載する支援情報
の拡充。

・内閣府沖縄総合
事務局ウェブサイ
トにおいて、引き
続きプロジェクト
関連情報を掲載。

・プロジェクト・
ポータルサイトに
掲載する支援情報
の拡充。

【沖縄総合事務局
総務部】
098-866-0047

【沖縄国税事務所
間税課】
098-867-3601

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

1 海外へアプローチ
するためのペルソ
ナ調査分析
【沖縄県酒造組
合】

海外顧客市場ニー
ズへの適切なマッ
チングを行うため
に、国別客層ペル
ソナ調査分析を実
施。泡盛業界での
共有のターゲット
別嗜好指標を作成
し、消費者のモチ
ベーションを促す
ための機会創出の
切り口を見出す。
また、上記調査を
踏まえた上で、海
外の方に好まれる、
食事のシーンに合
せた酒器などを含
む飲み方提案。

インバウンドの観
光客や在沖外国人
を主体として、国
別消費者の属性調
査分析を行い、3月
15日（金）に業界
向けに調査研究報
告会を実施した。
各国のアルコール
対する価値観やラ
イフスタイル、ま
た消費形態や情報
感度など、消費行
動の価値決定基準
を報告。

・諸外国ごとの消
費者像を提示した
うえで、各酒造所
ごとに海外展開施
策を図る。

泡盛業界のブラン
ディングについて
グランドデザイン
を作成し、泡盛業
界の課題や将来の
方向性、また中長
期戦略の整理など
を行ったうえで、
再度、国別客層ペ
ルソナ調査分析の
実施を検討。

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

2 国内の大型酒類展
示見本市への出展
【沖縄県酒造組
合・沖縄県】

各国のバイヤーが
来場する国内での
大型酒類展示見本
市への出展。

日本酒造組合中央
会との連携で
「FOODEX JAPAN」
への出店をはじめ、
県の再興ＰＪとの
連携による「ﾂｰﾘｽﾞ
ﾑexpo」への出店を
行い、泡盛の普及
啓発を行った。

2019年同様、国内
の大型見本市に出
展を行い、泡盛の
需要開拓の接点を
促しながら、一方
で新しいアイディ
アのコアを見つけ
るように検討した。

各国のバイヤーが
来場する大型酒類
展示見本市として、
ツーリズムEXPOを
はじめ、フーデッ
クス（酒造組合中
央会）や大交易会
などへ出展します。

【沖縄県酒造組合】
098-868-3727

（２）効果的な販路拡大・市場拡大

21



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

3 琉球泡盛の普及啓
発施策

【沖縄県酒造組
合】

インバウンド観光
客に向けた、琉球
泡盛の普及啓発及
びブランド向上を
促すために、泡盛
タイアップ施策を
行う。

琉球王朝の時代
から育まれてきた
泡盛の情緒的価値
を知っていただく
ための情報発信を
行う。あわせて試
飲や即売会を開催
する。

－ － インバウンド観光
客に向けた、琉球
泡盛の普及啓発及
びブランド向上を
促すために、泡盛
タイアップ施策を
行う。
泡盛と繋がる空

手や琉球料理、エ
イサー、酒器、首
里城などの繋がり
を周知しながら、
泡盛の酒質の多様
性を含めて体験し
ていたくプロモー
ションを実施。

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

4 沖縄国際物流ハブ
活用推進事業
【（公財）沖縄県
産業振興公社・沖
縄県】

ANA航空貨物便の就
航地域を中心に、
アジア主要都市へ
の県産品の販路拡
大を目指す県内企
業に対して支援を
実施する。

①海外販路開拓支
援の一環として、
(1)見本市・物産展
等への渡航費用の
一部補助を実施。

②海外販路開拓支
援の一環として上
海輸入博覧会への
取り纏め出展。

①以下の項目につ
いて費用の一部補
助を行った。
(1)見本市・物産展
等への渡航費用
(2)海外バイヤー等
の招聘費用
(3)現地での販売促
進活動費用
(4)商品改良に関す
る費用など
（申請期間：4月～
2月）

②台湾における見
本市への県内企業
等による出展を支
援した。

【（公財）沖縄県
産業振興公社】
海外・ビジネス支
援課
098-859-6238

前年度の実績等
を踏まえ、
引き続き実施
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

5 沖縄大交易会
【（公財）沖縄県
産業振興公社・沖
縄県】

沖縄の地理的優位
性を活かした国際
物流貨物ネット
ワークの構築・更
なる拡大を図る目
的で、日本最大規
模の「食」をテー
マとした国際食品
商談会「沖縄大交
易会」を開催する。

沖縄大交易会の実
施を通じて、酒造
メーカーと海外バ
イヤーの商談を支
援。

沖縄の国際物流ハ
ブを活用して海外
への輸出促進を図
るサプライヤーを
日本全国から募集
する他、アジアを
中心とした国内外
のバイヤーを招聘。
（大交易会開催時
期：11月（昨年実
績））
（（サプライヤー
募集期間4月～7月
（昨年実績））

【沖縄大交易会実
行委員会事務局（沖
縄県産業振興公社
内）】
098-851-7463

6 クルーズ船での泡
盛の活用促進
【（一財）沖縄観
光コンベンション
ビューロー、沖縄
県】

沖縄に寄港するク
ルーズ船社に対し
て、船内における
泡盛の活用を働き
かける。

船社側から物産の
取り扱い等の問い
合わせがあった際
に、関係する団体
や企業を紹介。
（沖縄県酒造組合
等）

・4月22日～7月10
日（計19便）那覇
寄港であったマ
ジェスティック・
プリンセス号にて、
「沖縄魂」という
イベントの一環と
して、泡盛試飲会
の開催を提案。
・沖縄クルーズカ
ンファレンス・商
談会2019の開催に
当たり、クルーズ
船社キーパーソン
向けの本部港及び
周辺観光地の視察
の一部として酒造
所見学を行った。

クルーズ船内にお
いて、寄港地の観
光案内や特産品を
紹介する場を設け
ることもあること
から、そのような
機会に泡盛の情報
提供や船内のレス
トラン等での活用
を働きかける

【（一財）沖縄観
光コンベンション
ビューロー】
誘客事業部 海外プ
ロモーション課
098-859-6127

前年度の実績等
を踏まえ、
引き続き実施
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

7 リゾートウエディ
ングでの泡盛の活
用促進【沖縄県】

国内外におけるリ
ゾートウエディン
グ等のプロモー
ションに併せて、
ウエディングに
あった泡盛商品の
情報発信する。

「沖縄リゾートウ
エディングフェア
in台湾」（10月27
日～10月28日開
催）において、沖
縄県酒造組合が製
作した琉球泡盛パ
ンフレットを会場
で配布。

上海で実施された
ウエディングエキ
スポにおいて、泡
盛パンフレット等
を活用し、泡盛を
PR。

業界や関連団体等
と連携し、リゾー
トウェディングに
おける泡盛の利用
促進を図っていく

【沖縄県】
文化観光スポーツ
部観光振興課
098-866-2764

8 米国向け支援
【（株）沖縄県物
産公社】

米国での泡盛取扱
業者と県内メー
カーとの調整（輸
出手配、販促活動
等）

現地業者の要望を
基づき、広告、見
本市出展、試飲会
開催を検討。（西
海岸中心）

現地業者の要望を
基づき、広告、見
本市出展、試飲会
開催を検討。（西
海岸中心）

販路拡大及び輸出
拡大に向けた取組
を実施。（ハワ
イ）

【（株）沖縄県物
産公社】
海外ビジネス班
098-859-6325

9 台湾向け支援
【（株）沖縄県物
産公社】

台湾での泡盛取扱
業者と県内メー
カーとの調整（輸
出手配、販促活動
等）

販路拡大及び輸出
拡大に向けた商品
提案と販促活動の
強化。

販売強化や認知度
向上のため、見本
市や物産展への参
加を検討。2018年
度取組の強化。

販売強化を図る。
認知度向上のため
見本市や物産展へ
継続的に参加

【（株）沖縄県物
産公社】
海外ビジネス班
098-859-6325
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

10 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（特産品振興貸付制
度）
【沖縄振興開発金
融公庫】

貸付先：泡盛を製
造する者
利率：設備 特別
利率、運転 基準
利率
貸付期間：設備20
年、運転7年
据置期間：設備・
運転とも2年
貸付限度額：設備
720百万円、運転
250百万円

①2018年度融資実
績：５社、４５０
百万円。

②2018年度末融資
残高：３１社、
３，２１２百万円。

③公庫調査レポー
ト「泡盛メーカー
の現状と課題」を
踏まえて資金面か
ら支援。

①４月～１月融資
実績：４社、
２０４百万円。

②2019年10月末融
資残高：３１社、
３，０６１百万円。

③海外輸出に向け
た運転資金を金利
優遇（貸付制度の
拡充）。

【沖縄振興開発金
融公庫】
融資第二部中小企
業第一班
098-941-1785

11 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛古酒製成事業）
【沖縄振興開発金融
公庫】

上記のうち、泡盛
古酒製成事業に係
るものは、
貸付期間：設備20
年、運転10年
据置期間：設備5年、
運転3年
貸付限度額：設備
720百万円、運転
480百万円
と優遇。

①2018年度末泡盛
古酒製成事業融資
残高：８社、
４３２百万円。

①2019年10月末泡
盛古酒製成事業融
資残高：８社、
４２５百万円。

【沖縄振興開発金
融公庫】
融資第二部中小企
業第一班
098-941-1785

12 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛在庫担保制度）
【沖縄振興開発金
融公庫】

泡盛製造業者につ
いては、不動産担
保に代わり、泡盛
の在庫を担保とし
て提供が可能。

①2018年度末泡盛
在庫担保制度融資
残高：７社、
５５６百万円。

①2019年10月末泡
盛在庫担保制度融
資残高：７社、
５２３百万円。

【沖縄振興開発金
融公庫】
融資第二部中小企
業第一班
098-941-1785

各事業者の個
別の資金需要

に対応

各事業者の個
別の資金需要

に対応

各事業者の個
別の資金需要

に対応
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

13 沖縄酒類製造業の
自立経営促進事業
【内閣府沖縄振興
局・沖縄総合事務
局・沖縄県】

海外への販路開拓
等に向けた先導
的・モデル的な事
業の実施を泡盛酒
造所に委託し、そ
の取組結果、ノウ
ハウ等を公表する
ことにより、泡盛
製造業全体として
海外展開の動きの
促進を図る。

①中国市場向けに、
白酒として認知さ
せるため、ブラン
ディング、PR、テ
ストマーケティン
グを実施。

②欧州ハードリ
カー市場向けに、
新しいハードリ
カーとして認知さ
えるため、ブラン
ディング、PR、テ
ストマーケティン
グを実施。

③泡盛のブランド
価値を高めるため、
県産長粒種米泡盛
を製造。

①中国市場向けに、
販売ネットワーク
の構築、流通面の
確保等を実施
その他、韓国等の
アジア諸国に対象
を広げ、PR活動等
を実施。

②ハードリカー市
場向けに、イン
ポーターの開拓、
アメリカ、イギリ
ス、オランダ等の
新たな国・地域の
マーケットリサー
チ等を実施。

③県産長粒種米泡
盛に加えて、食と
のマッチングを
ターゲットとした
PR活動等を実施。

①②③のほか、
世界の沖縄出身者
や空手家にター
ゲットを広げたプ
ロモーション事業、
ビジネス関係者と
の連携等を実施。

これまでの取組を
通じて明らかと
なった課題等に対
応するため、各
ターゲット向けの
取組を深化させ、
輸出拡大のモデル
事業を創出する。
特に、テロワール
泡盛を活用したブ
ランド力等の向上
のためのプロモー
ション等を実施。

【内閣府】
沖縄振興局調査金
融担当参事官室
03-6257-1673

沖縄総合事務局総
務部
098-866-0047
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

14 空手とのコラボに
よる市場拡大
【内閣府沖縄振興
局・沖縄総合事務
局・沖縄県酒造組
合】

沖縄発の世界ブラ
ンドである空手と
琉球泡盛の関係性
を活用し、空手家
を新たなターゲッ
ト層とし、市場拡
大を検討する。空
手関係者との結節
点を見出し、関係
構築に努めるとと
もに、新たなマー
ケティング活動を
行う。

PR動画（沖縄空手
と琉球泡盛の関係
の視点）、フライ
ヤー、泡盛ミニボ
トルを制作し、
「第1回沖縄空手国
際大会」（那覇）
において海外空手
家に対するPR事業
の実施。

海外空手家に対す
る情報発信を強化
するため、琉球泡
盛の販路拡大の視
点から沖縄空手の
道場等を通して主
に外国人空手家ら
の琉球泡盛に対す
るアプローチ（愛
飲・お土産等）に
焦点をあてたPR動
画を制作。

2018年度に制作し
たPR動画を引き続
きYouTube等を通じ
て情報配信。

訪沖する外国人観
光客等をターゲッ
トにJTA機内におい
て「泡盛×空手」
をテーマとした映
像の放映及び機内
誌によるプロモー
ションを実施。

沖縄空手と琉球泡
盛の関係性を活か
した既存のPR動画
等の利活用を促進
するため、情報発
信。

外国人空手愛好家
等をターゲットに、
琉球泡盛と沖縄空
手の関係性を活か
したPR活動及び販
路開拓を実施。

【内閣府】
沖縄振興局調査金
融担当参事官室
03-6257-1673

沖縄総合事務局総
務部
098-866-0047

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

15 泡盛海外展開支
援
【内閣府沖縄総
合事務局】

企業の海外展開を支
援する「沖縄国際ハ
ブクラスター事業」
の一環として、欧米
への展開を図る企業
4社の取組を支援す
るため、沖縄総合事
務局の有する支援メ
ニューの活用や、関
係機関等と連携し、
総合的な支援を行う。

・11月29日、30日
「泡盛海外展開事
業展～いいね！
AWAMORI～」（沖
縄大交易会併催
事）実施。
・2019年3月オラ
ンダ・デンマーク
におけるマーケ
ティング調査支援
を実施。

・事業進捗に応じ、
沖縄総合事務局の有
する支援メニュー等
を紹介。

【内閣府沖縄総合
事務局】
経済産業部国際室
098-866-1740

16 海外の大型酒類
見本市への出展
支援
【国税庁】

各国の酒類専門バイ
ヤーが来場する国際
的な酒類展示見本市
への出展を支援。

各国の酒類専門バ
イヤーが来場する
国際的な酒類展示
見本市への出展を
支援。

①各国の酒類専門バ
イヤーが来場する国
際的な酒類展示見本
市において出展支援
や効果的なＰＲを実
施。

②出展支援に併せて、
各国の酒類専門バイ
ヤーとの輸出取引が
成立するよう効果的
な支援を実施。

③各種施策で入手し
た情報を分析・活用
することにより、効
率的なビジネスマッ
チングが行えるよう
支援。

①海外バイヤーの
来場状況、商談の
成約状況等を分析
し、出展先を検討。

②各国の酒類専門
バイヤーが来場す
る国際的な酒類展
示見本市への出展
支援や効果的なＰ
Ｒを実施。

③各国の酒類専門
バイヤーとの輸出
取引が成立するよ
う効果的な支援を
実施。

【国税庁酒税課】
03-3581-4161

事業進捗に応じ、
マーケティング
調査、プロモー
ションを支援
（欧州、米国）
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

17 琉球泡盛の国際的
プロモーション
【国税庁】

海外の酒類関係者
を沖縄に招聘し、
琉球泡盛の魅力等
を伝える。更に、
海外での消費者向
けプロモーション
を開催し、琉球泡
盛の市場拡大に繋
げる。

－ － ・海外の酒類関係
者を沖縄に招聘し、
琉球泡盛の魅力等
を伝える。
・海外での消費者
向けプロモーショ
ンを開催し、琉球
泡盛の市場拡大に
繋げる。

【国税庁酒税課】
03-3581-4161

18 海外需要創出等支
援対策事業
【農林水産省】

（独）日本貿易振
興機構が行う泡盛
を含む輸出関心事
業者に対する海外
マーケット、規
制・手続に関する
情報提供・アドバ
イス、商談会等へ
の出展支援の取組
を農林水産省が支
援する。

（独）日本貿易振
興機構が行う泡盛
を含む輸出関心事
業者に対する海外
マーケット、規
制・手続に関する
情報提供・アドバ
イス、商談会等へ
の出展支援の取組
を農林水産省が支
援。

（独）日本貿易振
興機構が行う泡盛
を含む輸出関心事
業者に対する海外
マーケット、規
制・手続に関する
情報提供・アドバ
イス、商談会等へ
の出展支援の取組
を農林水産省が支
援。

（独）日本貿易振
興機構が行う泡盛
を含む輸出関心事
業者に対する海外
マーケット、規
制・手続に関する
情報提供・アドバ
イス、商談会等へ
の出展支援の取組
を農林水産省が支
援。

【農林水産省】
輸出促進課
03-3502-3408

【（独）日本貿易
振興機構】
沖縄貿易情報セン
ター
098-859-7002

農林水産・食品部
加工食品・酒類支
援課
03-3582-8350
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

19 泡盛特化型輸出支
援パッケージ
【（独）日本貿易
振興機構】

泡盛業界の関心の
特に高い国・地域
等を対象に、セミ
ナー等による情報
提供や展示会・商
談会出品支援に取
り組みつつ、特に
専門家による個社
支援を強化するこ
とで泡盛の着実な
輸出増加を図る。

①泡盛輸出促進セ
ミナーを開催。

②泡盛酒造所と国
内輸出商社との
マッチング商談会
を開催。

③海外食品・酒類
バイヤー招へい時
に、泡盛関係企業
との商談会を開催。

④海外見本市に泡
盛関係企業の出品
を支援。

⑤海外各地におい
て泡盛試飲＆セミ
ナーなどプロモー
ション活動を実施。

①泡盛の輸出相
談・情報提供を実
施。

②泡盛輸出促進セ
ミナーを開催。

③海外食品・酒類
バイヤー招へい時
に、泡盛関係企業
との商談会を開催。

④海外での酒類関
連展示会・商談会
等（アジア、欧州
等）への泡盛関係
企業の出品支援。

⑤着実な輸出を図
るため、専門家や
海外コーディネー
ター、国内外事務
所等を活用して泡
盛関係企業の個社
支援を実施・強化。

ビジネスの視点を
より一層強化し、
泡盛企業の商流構
築支援を推進。

①泡盛の輸出相
談・情報提供を実
施。

②泡盛輸出促進セ
ミナーを開催。

③海外食品・酒類
バイヤー招へい時
に、泡盛関係企業
との商談会を開催。

④海外での酒類関
連展示会・商談会
等（アジア、欧州
等）への泡盛関係
企業の出品支援。

⑤着実な輸出を図
るため、専門家や、
国内外事務所等を
活用して泡盛関係
企業の個社支援を
実施・強化。

⑥著名な海外酒類
コンペティション
等を活用した戦略
的なプロモーショ
ン活動の実施。

【（独）日本貿易
振興機構】
沖縄貿易情報セン
ター
098-859-7002

農林水産・食品部
加工食品・酒類支
援課
03-3582-8350
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

20 沖縄で開催される
タイ・フェスティ
バルにおける泡盛
プロモーション
【沖縄県】

県内開催に向けて
調整を進めている
タイ・フェスティ
バルにおいて、タ
イ米で製造される
琉球泡盛を堪能し
てもらうことで、
タイをルーツとす
る琉球泡盛への関
心を高め、タイと
沖縄の架け橋とな
る泡盛の振興に繋
げていく。

イベントの開催に
向けた関係機関と
の調整。

・タイフェスティ
バル2019（東京）
に出展し、泡盛の
PRを実施。
・「タイエキスポ
沖縄」を開催し、
イベント会場に泡
盛ブースを設置し
て、多くの方々に
泡盛をPR。

タイ・フェスティ
バル等において、
琉球泡盛のプロ
モーションのため、
ブースを出展。

【沖縄県】
商工労働部ものづ
くり振興課
098-866-2337
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（３）品質・技術の向上／人材育成
支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

1 横断的かつ俯瞰性
を兼ねた中核人材
育成
【沖縄県酒造組
合】

プロダクトアウト
発想とマーケット
イン発想、双方の
視点を持つ人材育
成を行い、タイム
リーな消費者ニー
ズを踏まえた商品
提案が出来る中核
人材を育成。

内閣府の沖縄型産
業中核人材育成事
業を活用し、官能
能力の底上げと、
的確な商品開発力
の向上が図れるよ
うに人材育成を
行った。

泡盛の香味を正確
に識別判断（「香
味の可視化」）が
できる人材を育成
するため、各地域
単位で酒造所職員
を集めて、官能講
座の実習を集中的
に実施

・泡盛の香味を正
確 に 識 別 判 断
（「香味の可視
化」）できる人材
を育成するため、
各地域単位で酒造
所職員を集めて、
官能講座の実習を
集中的に実施。

・各酒造所におい
て復習訓練が行え
るよう、訓練用
ツールを作成。

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

2 酒類卸売業者の泡
盛に関する知識の
向上
【沖縄県卸売酒販
組合連合会・沖縄
県小売酒販組合連
合会・沖縄県酒造
組合・沖縄国税事
務所】

沖縄県卸売酒販組
合の会員へ泡盛に
関する知識の向上
を図るための研修
を実施。

泡盛に関する基本
的な知識の向上及
びインバウンド向
けの販売力向上の
研修を実施。

研修を実施し、泡
盛に関する基本的
な知識や商品の説
明能力の向上を図
る。

泡盛フレーバーホ
イール等を活用し
た商品説明能力の
向上を目的とした
研修を実施

【沖縄県卸売酒販組
合連合会】
090-1360-8745

3 訪日外国人に対す
る販売力強化
【沖縄県小売酒販
組合連合会・沖縄
県卸売酒販組合連
合会・沖縄県酒造
組合・沖縄国税事
務所】

沖縄県小売酒販組
合の会員へ訪日外
国人への販売力強
化を目的とした泡
盛に関する知識の
向上を図るための
研修を実施。

インバウンドに対
する接客や陳列方
法など泡盛の販売
力を強化する研修
を実施。

研修を実施し、イ
ンバウンドに対す
る接客や陳列方法
などを習得し、泡
盛の販売力を強化
する。

泡盛の販売力を強
化し、訪日外国人
客の泡盛購買意欲
が高まるような売
場環境作りを図る。

【沖縄県小売酒販組
合連合会】
098-943-8775

32



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

4 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（特産品振興貸付制
度）
【沖縄振興開発金
融公庫】（再掲）

※再掲のため省略
「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

5 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛古酒製成事業）
【沖縄振興開発金融
公庫】（再掲）

※再掲のため省略
「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

6 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛在庫担保制度）
【沖縄振興開発金
融公庫】（再掲）

※再掲のため省略
「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

7 泡盛鑑評会におけ
る品質評価の実施
及び結果公表
【沖縄国税事務
所】

品質評価を通じて、
泡盛酒造技術の発
展及び品質向上を
図るとともに、そ
の結果を国内外の
消費者に対して公
表。

国税職員や学識経
験者等の専門家の
他、外国人審査員
も交えて品質評価
を実施。
その結果は日本語
の他、英語及び中
国語でも公表。

国税職員や学識経
験者等の専門家の
他、外国人審査員
も交えて品質評価
を実施。
その結果は日本語
の他、英語及び中
国語でも公表。

国税職員や学識経
験者等の専門家の
他、外国人審査員
も交えて品質評価
を実施。
その結果は日本語
の他、英語及び中
国語でも公表。

【沖縄国税事務所
間税課】
098-867-3601
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（４）ブランド力の向上
支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

1 琉球泡盛ブラン
ディング構築施策
【沖縄県酒造組
合・沖縄県】

琉球泡盛の「ブラ
ンディングの構
築」に取り組んで
いきます。

－ － 外部有識者の知見
も借りつつ、泡盛
業界が主体となっ
て、琉球泡盛の価
値を明確化し、組
合員へ一貫した取
組を促していくこ
とで、琉球泡盛の
「ブランディング
の構築」に取り組
む。

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

2 沖縄県産泡盛の地
理的表示「琉球」
の活用促進
【沖縄県酒造組
合・沖縄国税事務
所】

GI「琉球」の事業
者における活用、
及び消費者向けPR
活動を実施する。

・日EU・EPA交渉に
おけるGI「琉球」
保護の合意、平成
30年２月の指定内
容見直し等を契機
とする周知啓発イ
ベントを実施。
・ポータルサイト
において地理的表
示の説明ページを
設け、周知。

・引き続きポータ
ルサイトでの地理
的表示の周知を図
る。
・酒造組合が行う、
催事を始め、様々
な発信業務におい
て、地理的表示の
周知・促進を実施。

地理的表示（GI琉
球）の周知徹底と
あわせて、琉球泡
盛のﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ施
策や、各地域泡盛
酒造所の酒蔵ﾂｰﾘｽﾞ
ﾑ施策と連動した、
情報発信施策と連
動して、情緒的価
値と相まった発信
を促進。

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

【沖縄国税事務所
間税課】
098-867-3601

3 古酒ブランド普及
啓発施策
【沖縄県酒造組
合】

古酒の正しい理解
と美味しい古酒の
飲酒機会を充実す
るために、古酒月
間として県民に広
く推進していく。

古酒の郷の貯蔵ブ
レンド商品化に伴
う、市場調査と商
品及びネーミン
グ・パッケージ制
作などを企画・実
施

古酒の日を皮切り
に、古酒の日月
間（仮称）を沖縄
全域対象に飲食店
及び業務店の協力
のもと販促施策を
展開した。

古酒の日を皮切り
に、沖縄全域対象
に飲食店及び業務
店の協力のもと、
店舗来場及び飲用
機会の充実を図る。

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

34



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

4 那覇市壺屋「やち
むん通り祭り」タ
イアップ施策
【沖縄県酒造組
合】

琉球泡盛と酒器と
の繋がりの体験を
通じ、泡盛に親し
んでもらうため、
壺屋での「やちむ
ん祭り」とタイ
アップを行い、歴
史文化の側面から
泡盛の普及啓発を
促していく。

－ 11月2日と3日の2日
間、壺屋やちむん
通りにて、同イベ
ントでの出店を実
施。酒器と泡盛と
の結びつきに気が
付いてもらうため
のセミナー及び試
飲会を開催した。

・11月上旬に実施。
・酒器と泡盛との
結びつきを活かし、
泡盛認知度を向上
させるため、泡盛
セミナー及び試飲
会を開催し、即売
会もできるように
調整を行う。

【沖縄県酒造組
合】
098‐868-3727

5 米国向け支援
【（株）沖縄県物
産公社】（再掲）

※再掲のため省略
「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

6 台湾向け支援
【（株）沖縄県物
産公社】（再掲）

※再掲のため省略
「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

7 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（特産品振興貸付制
度）
【沖縄振興開発金
融公庫】（再掲）

※再掲のため省略
「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

8 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛古酒製成事業）
【沖縄振興開発金融
公庫】（再掲）

※再掲のため省略
「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

9 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛在庫担保制度）
【沖縄振興開発金
融公庫】（再掲）

※再掲のため省略
「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

10 琉球泡盛のPR
【外務省】

各国・地域の在外
公館では、会食、
レセプション、文
化事業等の機会を
活用し、任国要人
や現地バイヤー等
に、泡盛の積極的
なPRを実施。
また，本省では，
在外公館から調達
希望を受け、コン
クール受賞酒等の
日本産酒類を調
達・送付。
平成29年度から泡
盛の調達・送付を
開始。

全在外公館に対し、
本プロジェクトの立
ち上げについて情報
共有するとともに、
各館にて積極的に泡
盛に特化したPR事業
等を実施するよう指
示。
特に、泡盛の海外輸
出先としてポテン
シャルの高い地域
（バンコク、上海、
香港、サンフランシ
スコ、ホノルル、ロ
サンゼルス等）にお
いて現地政府要人、
バイヤー・飲食業関
係者、メディア等を
対象とした各種PR事
業を実施。

2018年度に実施し
た泡盛PR事業の効
果・問題点等を踏
まえ，在外公館や
ジャパン・ハウス
等でPR事業をより
効果的に実施する
だけでなく，全在
外公館に訓令を発
し，PR事業をより
積極的に実施する
ように指示。
泡盛PR事業
実績例
①6月11日
在英国日本大使館
にて開催された国
際穀物理事会
（IGC）70周年レセ
プションにおいて，
泡盛のPRを実施。

②6月28日～29日
G20大阪サミットに
おいて，泡盛を提
供。

③3月7日～9日 在
ロサンゼルス総領
事館主催（於：
ジャパン・ハウス
等）にて，泡盛に
特化した事業を実
施。

2019年度に実施し
たPR事業の効果・
問題点等を踏まえ，
在外公館等での泡
盛PR事業をより効
果的に実施。

【外務省】
経済局官民連携推
進室
03‐5501‐8336
※在外公館で泡盛
を活用したPR関係

大臣官房在外公館
課
03-5501-8119
※泡盛の調達及び
在外公館への送付
関係
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

11 琉球泡盛のPR
【日本トランス
オーシャン航空
（株）】

泡盛の国内外・老
若男女への普及促
進へ向け、PR、 プ
ロモーション等他
関係先・弊社グ
ループ各社との連
携も含め、エアラ
インとしてのノウ
ハウやツールを活
用しつつ施策の展
開を図る。

・「國酒・琉球泡盛
応援プロジェクト」
組成。
・「泡盛グランプ
リ」開催。
・沖縄高専銘柄「香
仙」とのコラボ企画
および機内販売。
・海外アンテナ
ショップ(パリ）での
沖縄フェア開催によ
る泡盛の販路及び認
知度拡大策。

・東京五輪前年と
いうタイミングを
生かしたスポーツ
（空手）とのコラ
ボによる普及促進。
・同様にスポーツ
ツーリズムとのコ
ラボによるインバ
ウンド誘致型によ
る普及促進及び海
外におけるプロ
モーション。

・五輪開催に関連
したスポーツ（空
手）とのコラボに
よる普及促進。
・購買層拡大のた
め、泡盛系ドリン
クのPR・販促展開。
・沖縄の伝統文化
とのコラボによる
普及促進。

【日本トランス
オーシャン航空
（株） 企業価値推
進部】
098-857-3198

12 琉球泡盛テロ
ワールプロジェ
クトの推進
【内閣府沖縄振
興局・沖縄総合
事務局、沖縄国
税事務所、沖縄
県、ＪＡおきな
わ、ＪＡ沖縄中
央会、沖縄県酒
造組合、農林水
産省政策統括
官・農林水産技
術会議事務局】

琉球泡盛のブラン
ド価値を高め、そ
の魅力をPRするた
めには、テロワー
ル（地域に根ざし
た原料調達）が重
要
このため、泡盛製
造業者と生産者の
マッチングにより、
県産長粒種米を使
用した泡盛製造を
推進

泡盛製造業者、米の
生産地の市町村及び
関係団体に向け、テ
ロワールのメリット
について説明会を開
催。
沖縄総合事務局を中
心にプロジェクト推
進チームを設置し、
泡盛製造業者の需要
の把握、生産者を対
象とした説明会を開
催。

泡盛製造業者の需
要を把握するとと
もに、長粒種米の
生産に取り組む米
生産者とのマッチ
ングを推進。
伊平屋村の二期作
において、泡盛原
料用の長粒種米を
生産し、酒造協同
組合を通じて酒造
メーカーへ供給。
・対象農家8戸
・収穫面積10ha
・酒造協同組合へ
の供給量13t(精
米)

2019年度の取組を
踏まえ、栽培手引
きを作成･普及しつ
つ、二期作におい
て泡盛原料用の県
産長粒種米の生産
を推進。

【内閣府沖縄振興
局】振興第二担当
03-6257-1668

【沖縄総合事務
局】農林水産部生
産振興課098-866-
1653
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

13 テロワール泡盛に
よるブランド力の
向上
【内閣府沖縄振興
局・沖縄総合事務
局・沖縄県酒造組
合】

県産長粒種米によ
り製造される琉球
泡盛を活用し、海
外での琉球泡盛の
認知度を向上させ
るため戦略的なプ
ロモーションを行
う。

県産長粒種米（夢
十色）による琉球
泡盛約970リットル
を製造。
年度中は貯蔵し、
2019年度以降の海
外プロモーション
等で活用。

天候等のリスクを
回避するため、別
途熊本から購入し
た長粒種米（ミズ
ホチカラ）による
琉球泡盛60リット
ルを試験醸造「い
いね！AWAMORI展」
（沖縄大交易会併
催事業）等でテイ
スティングを実施。

県産長粒種米（夢
十色、北陸193号、
YTH183）による琉
球泡盛１．８KL
リットル（見込
み）を製造。

県（国）産長粒種
米による琉球泡盛
を製造する事業者
にヒアリングする
など、2020年度の
ブランド力向上に
向けた情報収集等
を実施。

県産長粒種米によ
り製造される琉球
泡盛を活用し、海
外での琉球泡盛の
認知度を向上させ
るため、海外著名
シェフやバイヤー
等への戦略的なプ
ロモーションを実
施。

【内閣府】
沖縄振興局調査金
融担当参事官室
03-6257-1673

沖縄総合事務局総
務部
098-866-0047

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

14 琉球泡盛の日本遺
産への登録
【沖縄県】

日本遺産「琉球王
国から連綿と続く
沖縄の伝統的な
「琉球料理」と
「泡盛」、そして
芸能」を活用し、
歴史的、文化的な
側面から泡盛の認
知度向上を図る取
組を行う。

日本遺産登録に向
けた関係機関との
調整及び申請手続

申請内容
「琉球王国時代か
ら連綿と続く沖縄
の伝統的な「琉球
料理」と「泡盛」、
そして「芸能」～
「守礼の心」が育
んだ食文化～

・文化庁より日本
遺産として認定さ
れ、琉球文化日本
遺産推進協議会を
設立。

・高知日本遺産サ
ミット及びツーリ
ズムエキスポ大阪
に泡盛ブースを設
置し、日本遺産の
ストーリーと泡盛
をPR。

広報ツールの作成
や日本遺産ガイド
の育成、シンポジ
ウムの開催などを
とおして、歴史的、
文化的な側面から
泡盛の認知度向上
を図る。

【沖縄県】
商工労働部ものづ
くり振興課
098-866-2337
※泡盛関係

文化観光スポーツ
部文化振興課
098-866-2768
※琉球料理、芸能
関係
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

1 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（特産品振興貸付制
度）
【沖縄振興開発金
融公庫】（再掲）

※再掲のため省略
「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

2 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛古酒製成事業）
【沖縄振興開発金融
公庫】（再掲）

※再掲のため省略
「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

3 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛在庫担保制度）
【沖縄振興開発金
融公庫】（再掲）

※再掲のため省略
「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

（５）輸出環境の整備
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

4 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（海外展開貸付制度）
【沖縄振興開発金
融公庫】

貸付先：海外展開
事業を行う者
利率：基準利率～
特別利率
貸付期間：設備20
年、運転7年
据置期間：設備・
運転とも2年
貸付限度額：設備
720百万円、運転
250百万円

①2018年度泡盛事
業者に対する融資
実績：なし。

①４月～１月泡盛
事業者に対する融
資実績：なし。

【沖縄振興開発金
融公庫】
融資第二部中小企
業第一班
098-941-1785

5 関税引下げ及び地
理的表示の保護に
向けた交渉
【外務省、国税
庁】

各国・地域との協
議や経済連携協定
交渉を通じて、関
税の引下げ及び地
理的表示の保護に
係る働きかけを実
施。

各種経済連携協定
交渉等を通じて，
関税の引下げ及び
地理的表示の保護
に係る働きかけを
実施。

【外務省】
経済連携課
03-5501-8341

中国・モンゴル第
二課
03-5501-8439

【国税庁酒税課】
03-3581-4161

6 米国における蒸留
酒の容器・容量規
制の緩和
【国税庁】

米国における蒸留
酒の容量規制の緩
和によって、国内
では一般的な４合
瓶等の流通を可能
とするよう働きか
けを実施。

引き続き、緩和の
実現に向けた働き
かけを継続。
※米国政府ホーム
ページに、規制の
改正を検討してい
る旨公表されてい
る。

【国税庁酒税課】
03-3581-4161

財務省及び外務省は、日米貿易協定に
関連して作成された日本産酒類に関す
る交換公文に沿って、蒸留酒の容量規
制の改正が行われるよう、米国に対し
て働きかける。

各種経済連携協定交渉、日台貿易経済
会議等を通じた関税引下げ及び地理的
表示の保護の働きかけを継続

各事業者の個
別の資金需要

に対応
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

7 米国における焼酎の
取扱いのレビュー
【国税庁】

ニューヨーク州及び
カリフォルニア州に
おいて、飲食店が蒸
留酒（泡盛を含む）
を販売するためには
全酒類免許が必要だ
が、24度以下のソ
ジュ（韓国焼酎）に
ついては、ワイン免
許で販売できる特例
（州法）が設けられ
ていることから、米
国における焼酎（泡
盛を含む）の取扱い
についてのレビュー
やレビューを踏まえ
た働きかけを実施。

【国税庁酒税課】
03-3581-4161

8 米国における酒類の
ラベル承認手続の簡
素化
【国税庁】

米国内での日本産酒
類（泡盛を含む）の
販売に当たっては、
ラベル承認を受ける
ことが必要となって
いるが、その際の承
認手続の所要期間と
して半年程度かかる
ケースがあると承知
していることから、
承認手続の簡素化に
向けた働きかけを実
施。

【国税庁酒税課】
03-3581-4161

・財務省及び外務省は、日米貿易協
定に関連して作成された日本産酒類
に関する交換公文に沿って、日本の
焼酎の取扱いについてレビューが行
われるよう、米国に対して働きかけ
る。
・財務省は、米国側レビューがなさ
れ次第、当該レビューを踏まえつつ、
米国の関係当局に対して働きかける。

財務省及び外務省は、日米貿易協定に
関連して作成された日本産酒類に関す
る交換公文に沿って、米国側が酒類の
ラベルの承認手続の簡素化に着実に取
り組むよう、米国に働きかける。
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

9 海外販路拡大に向
けた支援窓口への
誘導
【沖縄国税事務所、
（独）日本貿易振
興機構】

輸出に当たり、泡
盛事業者へ輸出支
援窓口である
（独）日本貿易振
興機構への誘導を
行い、輸出の活性
化を図る。

沖縄県酒造組合を
通じて泡盛製造者
に対して（独）日
本貿易振興機構を
紹介し、輸出支援
窓口の活用を促し
た。

引き続き、沖縄県
酒造組合を通じて、
（独）日本貿易振
興機構との輸出相
談の活発化を促す
とともに、泡盛事
業者からの輸出に
係る相談に応じて
（独）日本貿易振
興機構の窓口へ案
内し、輸出に有効
な情報の入手を支
援することで輸出
の活性化を図り、
商流へ繋げるきっ
かけとする。

沖縄県酒造組合を
通じて、（独）日
本貿易振興機構と
の輸出相談の活発
化を促すとともに、
泡盛事業者からの
輸出に係る相談に
応じて（独）日本
貿易振興機構の窓
口へ案内し、輸出
に有効な情報の入
手を支援すること
で輸出の活性化を
図る。

【沖縄国税事務所
間税課】
098-867-3601

10 酒類の品目の例外
表示の改正
【国税庁】

泡盛の品目表示に
ついて、アルコー
ル度数45度超の場
合も可能とする改
正。

－ 泡盛の品目表示に
ついて、アルコー
ル度数45度超の場
合も可能とする改
正案が、令和２年
度税制改正の大綱
に掲載。

泡盛の品目表示に
ついて、アルコー
ル度数45度超の場
合も可能とする改
正法が４月１日に
施行。

【国税庁酒税課】
03-3581-4161
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（６）インバウンドとの連携

支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

1 クルーズ船内での
包括的プロモー
ション
【沖縄県酒造組
合】

クルーズ船内で、
クルーズ客を対象
とした「泡盛講
座」を開催し、泡
盛への理解増進を
図るとともに、泡
盛の観光土産とし
ての購入促進を図
る。

ｹﾞﾝﾃｨﾝ香港の「ﾜｰﾙ
ﾄﾞﾄﾞﾘｰﾑ」船内でﾌﾟ
ﾛﾓｰｼｮﾝを実施。泡
盛の試飲会や、泡
盛ﾚｸﾁｬｰなどを数回
開催し、泡盛の歴
史的・文化的な説
明とともに、泡盛ｶ
ｸﾃﾙなどの提供も行
い、泡盛の購入機
会の充実を図った。

大型クルーズ船内
でゲストを対象に
「泡盛講座」や
「泡盛の試飲及び
即売会」「コース
料理と泡盛のマリ
アージュ」などの
船内プロモーショ
ンを実施した。

・大型グルーズ船
内で「泡盛講座」
や「泡盛の試飲及
び即売会」「コー
ス料理と泡盛のマ
リアージュ」等を
実施。

・あわせて日本遺
産を活用した酒蔵
ツーリズム施策と
も連動。

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

2 地域性を兼ねた包
括的酒蔵ツーリズ
ムの展開
【沖縄県酒造組
合】

観光客を対象に、
地域DMOとの連携施
策を図った包括的
な酒蔵ツーリズム
に取り組む。

地域と酒造所を簡
易的に取り上げた
「島酒ツーリズ
ム」のパンフレッ
ト作成を行い、地
域と酒造所の親和
性や結びつきを見
出すことを発信し
てきた。

沖縄県内６エリア
ごとの酒蔵ツーリ
ズム企画を展開し、
地域と酒造所の組
合せで、旅行会社
などとの施策連携
をしながら、地域
ごとの島酒ツーリ
ズムを展開した。

・各地域と各酒造
所の繋がりを見出
す酒蔵ツーリズム
（島酒ツーリズ
ム）のコンテンツ
の充実を図る。

・沖縄で開催され
る2020ツーリズム
EXPOジャパンでは、
各酒造所と地域連
携による横断的な
取り組み施策を構
築し、地域の個性
を見出した、地域
連携による協業的
な酒蔵ツーリズム
を啓発していく。

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

3 海外航空会等への
酒造所PR【（一
財）沖縄観光コン
ベンションビュー
ロー】

海外から沖縄に招
聘する航空会社、
旅行社、メディア
関係者等に酒造所
を視察してもらう。

ヨーロッパ圏から
の旅行社及びメ
ディア招聘の際の
行程内に、県内酒
造所見学実施。

【（一財）沖縄観
光コンベンション
ビューロー】
誘客事業部 海外プ
ロモーション課
098-859-6127

インバウンド観光の魅力として、酒造
所等の紹介による機内誌やメディア媒
体での記事掲載を働きかけることを
検討
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

4 泡盛振興推進部会
・海外販路開拓Ｗ
Ｔ
【沖縄県、沖縄県
酒造組合】

外国人観光客を中
心とした海外にお
ける泡盛の売り方、
見せ方、飲み方の
提案等や現状の課
題等について、構
成団体と意見交換
を行うとともに、
泡盛業界内で情報
共有を行う。

平成30年８月２日
に、①琉球泡盛海
外輸出プロジェク
トとの連携、②酒
造組合の取組につ
いて、意見交換を
実施した。その結
果、酒造組合によ
る海外出荷増に向
けた調査分析【取
組No.(2)-1】の取
組の推進に繋がっ
た。

WTを開催し、海外
販路拡大に係る取
組（クルーズ船
等）や島酒ツーリ
ズム、日本遺産
（泡盛）の活用方
法などについて意
見交換を行った。

泡盛の海外プロ
モーションについ
て、関係機関の意
見を反映させ、よ
り効果的な取り組
みになるよう繋げ
ていく。

【沖縄県】
商工労働部ものづ
くり振興課
098-866-2337

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

5 泡盛振興推進部会
・クルーズ船関連
ＷＴ
【沖縄県、沖縄県
酒造組合】

増加する海外から
のクルーズ船での
泡盛普及促進や入
港後の酒蔵ツーリ
ズムへの誘導等に
ついて、構成団体
と意見交換を行う
とともに、泡盛業
界内で情報共有を
行う。

平成30年８月２日
に、①琉球泡盛海
外輸出プロジェク
トとの連携、②酒
造組合の取組につ
いて、意見交換を
実施した。その結
果、酒造組合によ
るクルーズ船内で
の泡盛プロモー
ション【取組
No.(6)-1】の実施
に繋がった。

WTを開催し、海外
販路拡大に係る取
組（クルーズ船
等）や島酒ツーリ
ズム、日本遺産
（泡盛）の活用方
法などについて意
見交換を行った。

泡盛の海外プロ
モーションについ
て、関係機関の意
見を反映させ、よ
り効果的な取り組
みになるよう繋げ
ていく。

【沖縄県】
商工労働部ものづ
くり振興課
098-866-2337

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

6 訪日外国人による
酒蔵訪問の受入体
制整備
【観光庁】

訪日外国人旅行者
の泡盛の酒蔵にお
ける滞在満足度向
上を目的に、受入
環境整備や滞在型
コンテンツの検討
等を行うことで、
酒蔵ツーリズムの
一層の推進を図る。

応対マニュアル作
成や通訳案内士等
への講習会を通じ、
酒蔵の外国人受入
の準備を進めた他、
訪日外国人向けモ
ニターツアーを実
施し、酒蔵案内時
の課題を抽出。

2018年度の事業結
果を踏まえ、酒造
団体等と連携し、
各地の泡盛に関す
る分かりやすい多
言語解説文の整備
を実施。

これまでの取組を
踏まえ、泡盛の酒
造所体験型コンテ
ンツ造成等、泡盛
に関する酒蔵ツー
リズム振興を関係
機関とも連携しな
がら実施。

【観光庁】
観光資源課
03-5253-8924
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（参考）泡盛酒造所の具体的な行動

• 「3年後に倍増」計画を実現するため、泡盛酒造所は、2020年まで、それぞれ以下のとお
り具体的な行動を行います。
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事業名 概要 2018年度 2019年度 2020年度

中国市場への展開 中国市場での泡盛出荷
拡大を図るべく、高ア
ルコール度数での展開
を実施、同じ蒸留酒に
馴染みの深い中国の上
～中流階級層をター
ゲットに据え

中国市場に向けて、高
アルコール度数での展
開を実施と、あわせて
インバウンドに向けて
の取り組みも実施。

中国市場向けに、琉球
泡盛と琉球もろみ酢を
セットにしたPRを実施。

北京・上海の国営企業
等との大口販売契約の
機会創出等を実施。
また、現地企業とのPB
製品開発を提案。

アジア市場への展開 外国人観光客が自国に
帰ってからも売り上げ
に繋がるようなシステ
ム作り。
県内企業と現地営業を
展開。

韓国を中心とした輸出
がスタート。現地国で
の展示会出展の強化を
始め、同行営業に力を
入れている。

特に中国にはリキュー
ルを中心に輸出が広
がっている。

インバウンドでの波及
効果を活用し、フード
ペアリングやインフル
エンサーマーケティン
グを活用した認知度向
上を図った。

認知度の高いジンの販
売を通じ「原酒として
の泡盛」を認知させ、
ハードリカー愛好者
（中流階級）向けの販
路を構築。

2019年度の

施策実施先
を重点的に、
中国沿岸部
へ地域を広
げ、販路開
拓を実施。

クラフト
ウォッカの
販売を通じ
「原酒とし
ての泡盛」
を認知させ、
ハードリ
カー愛好者
（中流階
級）向けの
販路を構築。



事業名 概要 2018年度 2019年度 2020年度

欧米市場への泡盛の展
開

欧米市場への、ハード
リカーとしての泡盛の
展開を図るべく、ボト
ル等の制作、プロモー
ション、情報発信の強
化を行う。

オリジナルボトルを製
作し、アイスランドを
中心に輸出を展開。
アイスランドでカクテ
ルコンペを開催し、泡
盛セミナーも実施。ベ
ルギーなどでも泡盛セ
ミナーを開催した。

アイスランドにおける
取組をオランダ、イギ
リスへ展開。
ドイツ、北欧3国、
Beneluxへも同様の取
組を検討。

北米にて、ウチナーン
チュネットワークや沖
縄発の世界ブランドで
ある「空手と泡盛」の
関係性等を活かしたプ
ロモーションを実施。

泡盛カクテルレシピ開
発及びレストラン展開

北米市場での泡盛出荷
拡大を図るべく北米の
バーテンダーに依頼し
て泡盛ベースのカクテ
ルを作成。現在3店舗
でメニュー掲載。イベ
ント開催、レストラン
内での泡盛（沖縄）セ
ミナーを通じて
AWAMORIを飲酒シーン
に入れ込む。

北米地区に展示会参加。
北米最大手問屋との業
務調整を実施。

樽貯蔵リキュールを北
米へ輸出がスタート

欧米等のバーテンダー
にて、泡盛ベースのカ
クテル、また、料理と
一緒に泡盛カクテルを
提供するためのレシピ
ブックを制作。

地域の魅力、食の体験
を発信することを目的
としたイベント
「DINNINGOUT」を開催。
作成されたレシピは県
内ホテル及び協力頂い
た飲食店への提供。

2019年度の施策

をドイツ、北欧
3国、Beneluxへ
地域を広げ、販
路開拓を実施。

各国の海外
輸出事業に
て、2019年
度作成され
たレシピ
ブック等の
活用を検討。
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